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Ciscoフローティング L3Outについて
Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）リリース 4.2(1)以降では、外部ネットワークデバ
イスに接続するための複数のレイヤ 3外部ネットワーク接続（L3Out）論理インターフェイス
パスを指定する必要がなくなりました。

このフローティング L3Out機能を使用すると、ローカルリーフで L3Outインターフェイスを
指定せずにL3Outを構成できます。この機能により、仮想マシン（特定の仮想ネットワーク機
能を実行する）がホスト間を移動する際に、ルーティングを維持するために複数のL3Out論理
インターフェイスを設定する必要がなくなります。フローティングL3Outは、VMwarevSphere
分散スイッチ（VDS）を持つ VMMドメインで Cisco ACIリリース 4.2(1)からサポートされて
います。

Cisco ACIリリース 5.0(1)以降のリリースでは、物理ドメインもサポートされています。これ
は、同じ単純化された構成を物理ルータの展開や、VMMドメインの一部ではない仮想ルータ
にも使用できることを意味します。

仮想環境の L3Outの構成
外部仮想ルータを接続する場合は、境界リーフスイッチから仮想デバイスが存在するハイパー

バイザのアップリンクへの L3Out論理インターフェイスパスを構成する必要があります。た
だし、ハイパーバイザリソースがクラスタに集約される場合、仮想機能の仮想マシンが常に同

じホストで実行されるという保証はありません。

CiscoApplication Policy InfrastructureController（APIC）リリース 4.2(1)より前のリリースでは、
仮想マシンが移動した場合にルーティング機能を維持するには、境界リーフスイッチから仮想
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マシンをホストできるすべてのハイパーバイザに、可能な限りL3Out論理インターフェイスを
構成する必要がありました。L3Outスイッチ仮想インターフェイス (SVI)と VLANプログラミ
ングが自動で行われないため、このような追加設定が必要でした。

たとえば、12個のリーフスイッチに拡張したハイパーバイザクラスタがある場合、仮想マシ
ンはその12個のリーフスイッチのすべてに移動する可能性があります。つまり、すべてのリー
フノードインターフェイスから対応するすべてのサーバーにL3Outを展開するポリシーを作成
する必要がありました。

しかしながら、フローティング L3Outを構成するとプロセス全体が簡素化されます。フロー
ティング L3Outを構成すると、ハイパーバイザクラスタが接続されている場合に各 L3Out論
理インターフェイスを構成する必要はありません。

フローティング L3Outのもう 1つの利点は、特定のリーフノード（このドキュメントではア
ンカーリーフノードと呼ばれる）のみが外部ルータとのルーティング隣接関係を確立するこ

とです。このアプローチは、Cisco ACIリーフスイッチと外部ネットワークデバイスの両方の
ピアリングスケールに役立ちます。

図 1 :フローティング L3Out展開の利点

物理ドメインの L3Outの構成
Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）リリース5.0(1)以降では、フローティ
ング L3Out機能のサポートも物理ドメインに拡張されています。この機能拡張により、VMM
ドメイン統合をせずに仮想ルータでフローティングL3Out機能を使用したり、L3Out論理イン
ターフェイスパス構成なしで物理ルータを接続したりできます。
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フローティング L3Outからベネフィットのシナリオ
次のリストでは、フローティングレイヤ 3外部ネットワーク接続（L3Out）が有効なシナリオ
の例を示しています。フローティングL3Outの構成は、各シナリオで同じです。これらの使用
例では、仮想環境の L3Outの構成（1ページ）で説明されている例に加えて、追加の例を
示します。

•物理ドメイン：物理ルータが異なるリーフノード間を移動しなくても、フローティング
L3Outを利用することで、外部物理ルータが接続されている可能性がある場合に、L3Out
の論理インターフェイス構成がすべてのリーフスイッチ上で不要になるため、構成を簡素

化できます。

•ハイパーバイザクラスタでホストされている仮想ファイアウォールまたは仮想ルータ：リ
ソーススケジューリングと割り当ては動的に管理されます（たとえば、VMwareDistributed
Resource Scheduler（DRS）を使用）。仮想マシン（VM）のホスト境界は、単一のホスト
ではなく、クラスタ自体になります。

•高可用性（HA）を持つ仮想ファイアウォールまたは仮想ルータ：ハイパーバイザ HAメ
カニズムでは、ハイパーバイザクラスタ内の使用可能なホストで失敗した VMを再起動
できます。（たとえば、 VMware HAはこのような機能の具体例です。この HA機能は、
アクティブ/アクティブまたはアクティブ/スタンバイなどのファイアウォールのネイティ
ブ冗長性導入モデルに追加されることに注意してください）。

•複数のルータへの ECMPロードバランシング：フローティング L3Outを使用すると、各
スイッチの L3Out論理インターフェイス構成を必要とせず、異なるリーフスイッチ上に
複数のルータを接続できます。

•メンテナンスモード：ハイパーバイザをアップグレードする必要がある場合、VM管理者
はホストを退避します。つまり、ファイアウォールまたはルータ VMをハイパーバイザ
クラスタの別のホストにライブ移行します。

•ディザスタリカバリ：ストレッチクラスタでは、一部のノードで停止することが予想され
ます。仮想ルータ、仮想ファイアウォール、その他の仮想デバイスなどのVMは、障害が
発生することが予想されない別のホストに移行できます。

フローティング L3Outトポロジおよび用語
このセクションでは、フローティングレイヤ 3外部ネットワーク接続（L3Out）機能を使用す
るためのトポロジ例について説明します。この例では、VMMドメインと仮想ポートチャネル
（vPC）の展開を使用していますが、物理ドメインもサポートされており、vPCの使用は必須
ではありません。

•仮想ルータ：仮想ルータは、ルータ、仮想ファイアウォール、または Cisco Application
Centric Infrastructure（ACI）ファブリック上の静的ルートのネクストホップとして使用さ
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れるか、ACIファブリックとのルーティング隣接関係を確立するその他の仮想デバイスで
す。

•アンカーリーフノード：この例では、アンカーリーフノード（Leaf1および Leaf2）とし
て機能し、外部ルータとのレイヤ 3隣接関係を確立する 2つのリーフスイッチがありま
す。 Cisco ACIリリース6.0(1)の時点で、アンカーリーフノードの検証済み拡張性数は、
L3Outごとに 6です。

アンカーリーフノードは、プライマリ IPアドレスとフローティング IPアドレスを使用
します。必要に応じて、セカンダリ IPアドレスとフローティングセカンダリ IPアドレス
を設定することもできます（これらの IPアドレスの目的については、このドキュメント
の後半のセクションで明確にします）。

•非アンカーリーフノード：この例では、非アンカーリーフノードとして機能する 2つの
リーフスイッチがあります（Leaf3およびLeaf4）。非アンカーリーフノードは、外部ルー
タとの隣接関係を作成しません。これらは、直接接続された外部ルータとアンカーノード

の間を流れるトラフィックの「パススルー」として機能します。ACIリリース 6.0(1)の時
点で、非アンカーリーフノードの検証済みスケーラビリティ数は、L3Outごとに 32で
す。

非アンカーリーフノードはフローティング IPアドレスを使用し、必要に応じてフロー
ティングセカンダリ IPアドレスを持つことができます（これらの IPアドレスはすべての
非アンカーリーフノードで共有されます）。VMware vDSVMMドメインの場合、フロー
ティング IPアドレスは、仮想ルータがリーフノードに接続されている場合にのみ展開さ
れます。それが物理ドメインであり、リーフポートがフローティング L3Outに関連付け
られた L3Outドメインを持つ AEPを使用している場合、フローティング IPアドレスが展
開されます。フローティング IPアドレスは、非アンカーリーフノードの一般的な IPアド
レスです。

L3Outを設定すると、アンカーノードスイッチに L3Outブリッジドメインが作成されます。
この L3Outブリッジドメインは、通常、「L3Outの SVIサブネット」と呼ばれます。VMMド
メインを使用したフローティング L3Outの場合、仮想ルータが非アンカースイッチに接続さ
れているホストに移動すると、 Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）は非ア
ンカーリーフスイッチにも L3Outブリッジドメインを展開します。また、非アンカーリーフ
スイッチにフローティング IPアドレス（および必要に応じてフローティングセカンダリ IPア
ドレス）をインストールします。L3Outの下の外部 EPGに別の EPGとのコントラクトがある
場合、EPGへのルートとコントラクトのポリシー適用ルールは、非アンカーリーフスイッチ
にもインストールされます。仮想ルータの場所は変更されますが、アンカーリーフノードと

非アンカーリーフノード間で L3Outブリッジドメインの接続を拡張するACI機能により、ア
ンカーリーフノードに展開された SVIインターフェイスとのルーティング隣接関係を維持で
きます。
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図 2 :フローティング L3Outトポロジの例（外部ルータがアンカーリーフノードのペアに接続されています）

図 3 :フローティング L3Outトポロジの例（外部ルータが非アンカーリーフノードに移動されます）

前述のように、フローティング L3Out構成の一部として定義されているアンカーリーフノー
ドと非アンカーリーフノードは、次の IPアドレスを使用します。

•プライマリ IPアドレス：L3Outの各リーフノード部分の SVIインターフェイスに割り当
てられた一意の IPアドレス（リーフノードの実際の IP）。フローティング L3Outの場
合、各アンカーリーフノードで一意のプライマリ IPアドレスを持つ SVIインターフェイ
スのプロビジョニングが必要であり、外部ルータとのL3Outピアリング隣接関係を確立す
るために使用されます。

•セカンダリ IPアドレス（オプション）：アンカーリーフノードの SVIインターフェイス
に割り当てられる追加の IPアドレス。次の使用例で使用できます。
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•アンカーリーフノードによって共有される共通 IPアドレス。仮想 IPとして機能し、
外部ネットワークデバイスが静的ルーティングを使用して接続されている場合に使用

されます。外部ネットワークデバイスは、静的ルートのネクストホップゲートウェ

イをこの特定の IPに設定します。

•プライマリ IPサブネットに加えてプロビジョニングされたセカンダリ IPサブネット
のアンカーリーフノードごとの一意の IPアドレス。

•セカンダリ IPサブネットのアンカーリーフノードによって共有される共通 IPアドレ
ス（プライマリ IPサブネットについて前述したように、静的ルーティングに使用さ
れます）。

•フローティング（プライマリ）IPアドレス：フローティング IPは、フローティング SVI
のレイヤ3インターフェイスをプログラムするために、アンカーノードと非アンカーノー
ドでプログラムされます。これにより、すべてのアンカースイッチと非アンカースイッ

チで同じMACアドレスがプログラムされ、スイッチが外部ルータから受信したトラフィッ
クをファブリックに直接転送できるようになります。これは、アンカーリーフノードか

らの ARP解像度に使用されます。

•フローティングセカンダリ IPアドレス（オプション）：アンカーリーフノードと非アン
カーリーフノードでプロビジョニングされる共通のIP。同じ外部ブリッジドメイン（SVI）
で複数のサブネットが使用されている場合にのみ使用されます。フローティングセカンダ

リ IPは、外部通信に使用することは想定されていません。

以下の図に例を示します。

•プライマリ IPアドレス：172.16.1.251は Leaf1のプライマリ IPアドレスで、172.16.1.252
は Leaf2のプライマリ IPアドレスです（これらはアンカーリーフノードです）。

•セカンダリ IPアドレス（オプション）：172.16.1.254は Leaf1と Leaf2のセカンダリ IPア
ドレスです。172.16.1.254は、ACIファブリック内に展開された IPサブネット192.168.1.0/24
に到達するために、外部デバイス上の静的ルートのネクストホップとして使用されます。

•フローティング（プライマリ）IPアドレス：172.16.1.250/24は、ARP解像度に使用される
フローティング IPアドレスです。

•同じSVIVLANカプセル化を使用する別のサブネットが必要な場合は、追加のセカンダリ
IPアドレスとフローティングセカンダリ IPアドレスを同じフローティング SVIに追加で
きます。たとえば、セカンダリ IPアドレスとして 172.16.2.254、フローティングセカンダ
リ IPアドレスとして 172.16.2.250です。
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図 4 : IPアドレスの例：セカンダリ IPが静的ルートのネクストホップとして使用されます

非アンカーリーフノードは、外部うーたが非アンカーリーフノード下で移動されている場合

でも、静的ルートで使用されるネクストホップ IP（上記の例では 172.16.1.254）として同じ
MACアドレスを持つフローティング（プライマリ）をインスタンス化し、トラフィックは非
アンカーリーフノードで直接ルーティングされます。

図 5 : IPアドレスの例：静的ルートのネクストホップにセカンダリ IPが使用されています（外部ルータが非アンカー
リーフノードに接続されています）

•トラフィックフロー：外部ルータとアンカーリーフノード間の動的ピアリングまたは静
的ルーティングの使用に関係なく、仮想ルータが移動する前に、アンカーノードを通過す

る外部から内部（L3Out-to-Web）トラフィックがスパインスイッチに移動し、次にをホス
ト 4のWebエンドポイントに移動します。リターントラフィック（Web-to-L3Out）は、
アンカーリーフノードを介して仮想ルータに戻ります。
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図 5 : IPアドレスの例：静的ルートのネクストホップにセカンダリ IPが使用されています
（外部ルータが非アンカーリーフノードに接続されています）（7ページ）で説明さ
れるように仮想ルータが非アンカーLeaf3の下のホスト3に移動する場合、external-to-internal
（L3Out-to-Web）トラフィックは Leaf3を介してファブリックに到着し、スパインスイッ
チを介してホスト 4のWebエンドポイントに到達します。

リターントラフィック（Web-to-L3Out）は、アンカーリーフノードに戻り、次に非アン
カーリーフノードを介して仮想ルータに戻ります（図 6 :アンカーリーフノードに向け
て誘導されるリターントラフィックフロー（8ページ）および図 7 :アンカーリーフ
ノードと非アンカーリーフノード間でのトラフィックフローのバウンス（8ページ）
を参照）。これは、アンカーリーフノードが仮想ルータをビアて外部ルートを学習し、

他のリーフノードにルートを再配布するためです。

図 6 :アンカーリーフノードに向けて誘導されるリターントラフィックフロー

図 7 :アンカーリーフノードと非アンカーリーフノード間でのトラフィックフローのバウンス
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Cisco ACIリリース 5.0を使用すると、この最適ではないパスを回避できます。詳細について
は、「Cisco ACI内部エンドポイントからフローティング L3Outへの最適ではないトラフィッ
クの回避」を参照してください。

（注）
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


